
 

 

宮城県東松島高等学校［定時制課程（普通科）］ 

 

☆ スクール・ミッション（社会的役割等） 

 宮城県東松島高等学校は，三部制・単位制の定時制高校の特色を生かした「人に優しい

人づくり」を推進することにより，生徒一人一人の可能性を広げ，自他を尊重し，進んで

社会に貢献できる人材を育成する学校を目指します。 

★ スクール・ポリシー（三つの方針） 

１ グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

○ 多様な選択肢のある教育課程を生かした指導の推進により，自己実現や進路実現を支

援します。 

○ 生涯にわたって学び続け，他者を思いやり，行動する態度を育成します。 

○ 多様な他者と関わりながら自己理解を深め，豊かに表現する能力を育成します。 

○ 探究的な学習活動や生徒会活動などを通じて，自己有用感の涵養を図り，社会に貢献

する態度を育成します。 

２ カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

○ ２００を超える授業講座を開設し，生徒の強みを生かした学習活動を展開します。 

○ 習熟度別学習と少人数授業を取り入れ，きめ細やかな指導を実践します。 

○ 生徒一人一人の主体性を尊重し，多様な学習形態に対応します。 

○ 芸術科目をはじめとする情操教育やボランティア活動，福祉科目を重視します。 

○ ユニバーサルデザインの考え方に基づく授業づくりやＩＣＴ活用を推進します。 

３ アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

○以下の①～③の全てに当てはまり，④～⑦のいずれか１つ以上に当てはまる生徒を 

 求めます。 

①三部制・単位制である本校のシステムを活用し，自己を伸長させようと努力でき 

 る生徒 

②学習に取り組む姿勢や日常生活が良好な生徒 

③社会のルールやマナーを遵守し，他者を思いやって行動することができる生徒 

④将来への明確な目標があり，主体的に学習に取り組む意欲がある生徒 

⑤芸術や福祉に関心を持っており，入学後は積極的に取り組む意志がある生徒 

⑥地域の活動やボランティアに積極的に参加しており，入学後も継続して取り組む 

 意志がある生徒 

⑦働きながら学ぶことに対して強い意欲を有している生徒 
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選抜順序 共通選抜　→　特色選抜

第２志望とすることができ
る学科・コース Ⅱ部、Ⅲ部

募集定員

学校名

学科
（コース・部）

課程 定時制

共　通　選　抜

募集人数 4 10

学力検査：調査書 3 7

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用い
て選抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜

90

配
点

合計
全学年の評定を２. ０倍にする

全学年の評定を４. ０倍にする

765

0

 調査書

 学力検査

国語、数学、社会、英語、理科

音楽、美術、保健体育、技術家庭

0

面接・実技・作文の
うち実施するもの

 面接
１　形態：個人面接
２　時間：１５分程度
３　内容：(1) 志望理由・学校理解　(2) 学習意欲・活動意欲　(3) 進路設計
　　　　　(4) 積極性　(5) 規範意識　(6) 口頭試問(国・数・英)
４　観点：(1) 態度　(2) 表現力等

※２日目に実施

0

0

得点を０．７５倍にする

選抜方法

審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３６
人の２００％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。

学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項
（評定以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、総合的に審査し、選抜す
る。

４段階評価 面接

国語、数学、社会、英語、理科

0

0

選抜方法 上記「配点」を基に、総合的に審査し、選抜する。

社会人特別選抜 有 選抜方法
学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校
へ問い合わせること）。

配
点

合計
全学年の評定を１．０倍にする

0

0 135

 学力検査

全学年の評定を１．０倍にする

 面接

１　形態：個人面接
２　時間：１５分程度
３　内容：第一次募集と同じ
４　観点：第一次募集と同じ

 調査書

国語、数学、英語

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭

学力検査は実施しない

0

４段階評価

0

135

375

390
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社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭

学力検査は実施しない

0

選抜方法 上記「配点」を基に、総合的に審査し、選抜する。

社会人特別選抜 有 選抜方法
学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校
へ問い合わせること）。
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全学年の評定を１．０倍にする

0
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 学力検査

全学年の評定を１．０倍にする

 面接

１　形態：個人面接
２　時間：１５分程度
３　内容：第一次募集と同じ
４　観点：第一次募集と同じ

面接・実技・作文の
うち実施するもの

 面接
１　形態：個人面接
２　時間：１５分程度
３　内容：(1) 志望理由・学校理解　(2) 学習意欲・活動意欲　(3) 進路設計
　　　　　(4) 積極性　(5) 規範意識　(6) 口頭試問(国・数・英)
４　観点：(1) 態度　(2) 表現力等

※２日目に実施

0

0

得点を０．７５倍にする

選抜方法

審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３６
人の２００％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。

学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項
（評定以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、総合的に審査し、選抜す
る。

４段階評価 面接

国語、数学、社会、英語、理科

0

0

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用い
て選抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜

90
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全学年の評定を４. ０倍にする
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0
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第２志望とすることができ
る学科・コース Ⅰ部、Ⅱ部

募集定員

学校名

学科
（コース・部）

課程 定時制

共　通　選　抜

募集人数 4 10

学力検査：調査書 3 7

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用い
て選抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜
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全学年の評定を４. ０倍にする
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国語、数学、社会、英語、理科

音楽、美術、保健体育、技術家庭

0

面接・実技・作文の
うち実施するもの

 面接
１　形態：個人面接
２　時間：１５分程度
３　内容：(1) 志望理由・学校理解　(2) 学習意欲・活動意欲　(3) 進路設計
　　　　　(4) 積極性　(5) 規範意識　(6) 口頭試問(国・数・英)
４　観点：(1) 態度　(2) 表現力等

※２日目に実施

0

0

得点を０．７５倍にする

選抜方法

審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３６
人の２００％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。

学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項
（評定以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、総合的に審査し、選抜す
る。

４段階評価 面接

国語、数学、社会、英語、理科

0

0

選抜方法 上記「配点」を基に、総合的に審査し、選抜する。

社会人特別選抜 有 選抜方法
学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校
へ問い合わせること）。
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全学年の評定を１．０倍にする

 面接

１　形態：個人面接
２　時間：１５分程度
３　内容：第一次募集と同じ
４　観点：第一次募集と同じ

 調査書

国語、数学、英語

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭

学力検査は実施しない

0
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